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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月22日(2019.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜伏性ウイルス疾患を処置するための、ヒストンデアセチラーゼ（ＨＤＡＣ）阻害剤お
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よびブリオイドを含有する薬剤。
【請求項２】
　前記ブリオイドが、ブリオスタチン１から２０および他の公知のブリオスタチンまたは
同定されたブリオスタチンから成るブリオスタチンの群より選択される、請求項１に記載
の薬剤。
【請求項３】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤が、バルプロ酸、ボリノスタット、ロミデプシンおよびパノビノス
タットから成る群より選択される、請求項１に記載の薬剤。
【請求項４】
　前記ブリオイドが、被験体の体重Ｋｇ当たり１０から１００μｇの有効用量範囲で投与
される、請求項１に記載の薬剤。
【請求項５】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤が、被験体の体重Ｋｇ当たり１０から１００ｍｇの有効用量範囲で
投与される、請求項１に記載の薬剤。
【請求項６】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤およびブリオイドが、１つ以上の粒子によって担持される、請求項
１に記載の薬剤。
【請求項７】
　前記１つ以上の粒子が外表面を有し、前記潜伏性ウイルス疾患に関連する前記ウイルス
が１つ以上のウイルス成分を有し、前記１つ以上の粒子が前記ウイルス成分に特異的な１
つ以上のリガンドを含み、前記１つ以上のリガンドが前記１つ以上の粒子の外表面と会合
している、請求項６に記載の薬剤。
【請求項８】
　前記１つ以上の粒子が、ＣＤ－４細胞を上方調節する１つ以上の上方調節リガンドを含
み、前記１つ以上の上方調節リガンドが外表面と会合している、請求項６に記載の薬剤。
【請求項９】
　前記１つ以上の粒子が、コア、少なくとも１つの周囲を取り囲む物質および前記外表面
を有し、前記コアが親水性物質と前記ＨＤＡＣ阻害剤の混合物を有し、前記周囲を取り囲
む物質が疎水性物質と前記ブリオイドの混合物を有し、前記周囲を取り囲む物質が前記コ
アを包み込み、前記外表面が前記周囲を取り囲む物質を取り囲み、前記１つ以上の粒子が
潜伏性ウイルス疾患を処置するためのものである、請求項６に記載の薬剤。
【請求項１０】
　前記潜伏性ウイルス疾患に関連する前記ウイルスが１つ以上のウイルス成分を有し、前
記１つ以上の粒子が前記ウイルス成分に特異的な１つ以上のリガンドを含み、前記１つ以
上のリガンドが前記１つ以上の粒子の外表面と会合している、請求項９に記載の薬剤。
【請求項１１】
　有効量のヒストンデアセチラーゼ（ＨＤＡＣ）阻害剤および有効量のブリオイドを投与
する段階を含む、潜伏性ウイルス疾患を処置する方法。
【請求項１２】
　前記ブリオイドが、ブリオスタチン１から２０および他の公知のブリオスタチンまたは
同定されたブリオスタチンから成るブリオスタチンの群より選択される、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤が、バルプロ酸、ボリノスタット、ロミデプシンおよびパノビノス
タットから成る群より選択される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ブリオイドが、被験体の体重Ｋｇ当たり１０から１００μｇの有効用量範囲で投与
される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤が、被験体の体重Ｋｇ当たり１０から１００ｍｇの有効用量範囲で
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投与される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤およびブリオイドが、１つ以上の粒子によって担持される、請求項
１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記１つ以上の粒子が外表面を有し、前記潜伏性ウイルス疾患に関連する前記ウイルス
が１つ以上のウイルス成分を有し、前記１つ以上の粒子が前記ウイルス成分に特異的な１
つ以上のリガンドを含み、前記１つ以上のリガンドが前記１つ以上の粒子の外表面と会合
している、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記１つ以上の粒子が、ＣＤ－４細胞を上方調節する１つ以上の上方調節リガンドを含
み、前記１つ以上の上方調節リガンドが外表面と会合している、請求項１６に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記１つ以上の粒子が、コア、少なくとも１つの周囲を取り囲む物質および前記外表面
を有し、前記コアが親水性物質と前記ＨＤＡＣ阻害剤の混合物を有し、前記周囲を取り囲
む物質が疎水性物質と前記ブリオイドの混合物を有し、前記周囲を取り囲む物質が前記コ
アを包み込み、前記外表面が前記周囲を取り囲む物質を取り囲み、前記１つ以上の粒子が
潜伏性ウイルス疾患を処置するためのものである、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記潜伏性ウイルス疾患に関連する前記ウイルスが１つ以上のウイルス成分を有し、前
記粒子が前記ウイルス成分に特異的な１つ以上のリガンドを含み、前記１つ以上のリガン
ドが前記１つ以上の粒子の外表面と会合している、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　製品としての、コア、少なくとも１つの周囲を取り囲む物質および外表面を有する粒子
であって、前記コアが親水性物質とヒストンデアセチラーゼ（ＨＤＡＣ）阻害剤の混合物
を有し、前記周囲を取り囲む物質が疎水性物質とブリオイドの混合物を有し、前記周囲を
取り囲む物質が前記コアを包み込み、前記外表面が前記周囲を取り囲む物質を取り囲む、
潜伏性ウイルス疾患を処置するためのものである粒子。
【請求項２２】
　前記潜伏性ウイルス疾患に関連する前記ウイルスが１つ以上のウイルス成分を有し、前
記粒子が前記ウイルス成分に特異的な１つ以上のリガンドを含み、前記１つ以上のリガン
ドが前記粒子の外表面と会合している、請求項２１に記載の粒子。
【請求項２３】
　ＣＤ－４細胞を上方調節する１つ以上の上方調節リガンドをさらに含み、前記１つ以上
の上方調節リガンドが外表面と会合している、請求項２１に記載の粒子。
【請求項２４】
　前記ブリオイドが、ブリオスタチン１から２０および他の公知のブリオスタチンまたは
同定されたブリオスタチンから成るブリオスタチンの群より選択される、請求項２１に記
載の粒子。
【請求項２５】
　前記ＨＤＡＣ阻害剤が、バルプロ酸、ボリノスタット、ロミデプシンおよびパノビノス
タットから成る群より選択される、請求項２１に記載の粒子。
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